
令和元年度

事 業 報 告 書

平成３１年４月１日～令和２年３月３１日まで

公益財団法人　鳥取市学校給食会



１．基本方針

２．事業内容

　定款及び事業計画に基づき、次のとおり諸事業を行った。

（１）学校給食における食育の普及・啓発

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食標語・絵画表彰

点 点

点 点

鳥取市中央図書館ギャラリー展示　

② ふれあい交流給食

8 件 明徳小・河原第一小・浜村小・宝木小・鹿野学園・青谷小・西中・青谷中

③ 調理業務体験・見学受入

希望校が随時来所

2 件 第二学校給食センター（南中・桜ヶ丘中）

④ 学校給食用教材配布・貸出

「にん太くんのぼうけん」配布 給食ができるまで解説冊子 1,000部配布

「学校給食標語・絵画ポスター作品集」配布 300部配布

1 件 第一学校給食センター

⑤ 体験型講座・イベント

5 件 稲葉山小・津ノ井小・米里小・面影小・逢坂小

元 年 7 月 27 日 7 組 15 名 （さざんか会館　栄養指導実習室）夏休み親子料理教室 令和 親子

概　　要 　健全な食生活や食習慣の理解を深める場として、栄養士・調理員と一緒に体験型の講座やイベントを実施した。

実　施　内　容

給食センターのヒミツ講座 実施件数 実施校

レゴ給食センター模型 貸出件数 実施校

概　　要 　学校や地域などで行われる食育活動の場で活用できるよう、教材パネルや資料を作成し、学校に貸出・贈呈した。

実　施　内　容

学校給食教材冊子配布

学校給食啓発冊子配布

中学生職場体験学習 実施件数

概　　要
　給食センターにおける調理業務の体験や見学を通じて、調理過程や衛生面への配慮、食に関わる人々の活動に対す
る理解を深める機会とすることを目的に施設への受け入れに積極的に協力した。

実　施　内　容

学校給食センター見学 実施件数 随時

概　　要
　子どもたちの食に関する知識や関心を高め、楽しい食事を通じて豊な人間性の形成を図ることを目的に、生産者・調
理員・等と子どもたちが交流給食を行った。

実　施　内　容

給食センター調理員 実施件数 実施校

ポスター絵画（１月給食週間） 対　象 鳥取市内小・中学生 応募総数 204 受賞数

標語（６月食育月間） 対　象 鳥取市内小・中学生 応募総数 920 受賞数 33

22

展示方法等

　鳥取市内の小学校及び中学校において、成長期にある児童・生徒に対し、食育基本法に定める知育、徳育及び体育の基礎
となるべき食育の推進を支援する。
　学校教育活動の一環として行われる学校給食において、安全かつ安心な物資調達及び調理事業の実施により提供される学
校給食を通じて、鳥取市の学校給食の充実を図り、児童・生徒の心身の健全な発達と豊かな人間性の育成の実現を目指す。

　主に学校給食において、食育に関する様々な事業を総合的に実施することにより、児童・生徒に対して、食育の重要性を理
解させるとともに、健全な食生活を営むことができる能力を培い、豊かな人間性の涵養や健康の保持・増進を図る。また、学校
給食における食育の普及・啓発の機会を設けることで、保護者、教職員、地域住民等の食育に対する関心と理解を深める。

概　　要
　食育月間（6月）に標語、全国学校給食週間（1月）に絵画を、鳥取市内小・中学校へ応募の依頼をし、応募作品の中
から優秀作品を選考した。賞品として地元産食材（加工品含む）を贈呈した。

実　施　内　容
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⑥ 地域の食に関する催し物への参加

2 件 美保南小・佐治小 栄養士・調理員が講師補助

元 年 10 月 26 日 塩麹豚汁無料配布 食

⑦ 食に関する情報の発信

（２）安全・安心な学校給食用物資の安定供給

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食用物資（副食）の購入

※実施日数の合計は平均日数（小数点以下切捨て）を記載。 ※年間食数は児童・生徒・教職員等を含む。 ※義務教育学校を含む

4．購入業者により給食センターへ配送する。

〔学校給食用食材 食品区分別購入額〕 〔学校給食費単価実績〕 ※副食（おかず）代

備 蓄 給 食 （ 新 市 域 ） 0

合　　　　計 352,742,171

備 蓄 給 食 （ 旧 市 域 ） 0

181円70銭
豆 腐 ・ 油 揚 げ 類 14,578,880

乾 物 類 27,251,159

調 味 料 等 32,500,756

練 製 品 類 6,076,280
中学校 　　　186円83銭 179円90銭　　　186円83銭

冷 凍 食 品 類 164,753,798

混 飯 類 0

果 物 類 357,430
小学校 154円92銭 150円70銭 154円92銭 152円20銭

肉 類 38,702,065

672,970

1.鳥取市教育委員会が開催する献立委員会において、基準献立と納入品目を確認し、給食センターから報告のある給食
実施人員、実施日に基づき使用予定食材の数量を算出。

2．物資委員会を開催し、産地・品質・栄養素等を確認し、購入物資を審査及び入札を行う。

3．指定業者（物資納入業者選定委員会により決定）より副食物資を共同購入する。

食品区分 年間購入金額（円）
区分

当年度 前年度

野 菜 類

合　　　　　計 30 189 1,525,243 10 179

68,521,803 基準単価 給食費実績 基準単価 給食費実績

鳥取市立第一学校給食センター 11 189 569,977 4 181 246,097

305,127

鳥取市立湖東学校給食センター 6 189 384,423 2 180 121,746

鳥取市立第二学校給食センター 13 189 570,843 4 178

概　　要
　学校・家庭・地域における食に関する情報の収集に利用できるように、学校給食を通じた栄養や衛生、食材等に関す
る情報を随時発信した。

　新鮮かつ良質な学校給食用物資をより低廉な費用で購入することにより、学校給食用物資の計画的、安定的供給を図る。
　物資購入に当たっては、地元産食材の使用を優先し、天候不良や社会情勢などによる物価上昇や品不足時においても、安
定供給を欠かすことなく、保護者負担である学校給食費の軽減に努める。
　また上記に関連する食育事業を企画立案し実施する。

給食センター名
小学校 中学校

学校数 実施日数 年間食数 学校数 実施日数 年間食数

鹿野ええもん市 令和

概　　要
　行政や地域と連携し、学校給食における地域と食との関わりなどを広く公開することにより、食への関心や理解を深め
ることを目的に、地産地消や食に関する催し物に参加した。

実　施　内　容

親子料理教室 実施件数 実施校

300
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② 地元産食材の優先確保

・作付状況と献立との調整を行い、地産食材使用計画及び使用規格計画を立て、使用量の向上を図った。

・小ロットの地産食材でも使用できるよう、納品方法や規格等給食センターとの調整を行った。

〔学校給食用食材 産地別使用実績〕

+ 1

0

0

0

- 7

- 15

+ 5

- 1

③ 調査研究・会議

物資納入指定業者衛生管理等研修会 8 月 22 日 全物資納入指定業者を対象とした衛生管理等研修会 開催

物資納入指定業者衛生管理立入検査 8 月 29 日 物資納入指定業者の衛生管理状況の確認及び指導 開催

地産地消推進協議会 6 月 7 日 地産地消行動指針の策定と地産地消フェア

7 月 31 日 地産地消フェア計画

地場産食材生産者等との情報交換会 6 月 10 日 玉ねぎ生産者との情報交換会

10 月 16 日 さといも生産者との情報交換会

その他 9 月 11 日 フードシステムソリューション（東京：3日間）

11 月 7 日 全国学校給食研究協議大会（岡山：2日間）

県内関連団体開催の各種研修会への参加

献立委員会

市況情報収集

（３）安全・安心な学校給食の調理

〔概　　　要〕

〔実施内容〕

① 学校給食調理

※義務教育学校を含む

合　　　　　計 35 1,389,664 13 674,769 2,064,433

鳥取市立青谷学校給食センター 1 39,065 1 21,056 60,121

鳥取市立鹿野学校給食センター 1 29,760 1 17,134 46,894

鳥取市立気高学校給食センター 4 75,489 1 35,400 110,889

鳥取市立河原学校給食センター 5 104,530 2 49,955 154,485

鳥取市立第二学校給食センター 13 570,843 4 305,127 875,970

鳥取市立第一学校給食センター 11 569,977 4 246,097 816,074

　鳥取市からの委託を受け、食品衛生に関する各種法令等に基づき、安全・安心な学校給食調理を行い、良質な給食を安定
的に提供することにより、児童・生徒の適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図る。
　また上記に関連する食育事業を企画立案し実施する。

給食センター名
小学校 中学校 年間食数合計

学校数(校) 年間食数(食) 学校数(校) 年間食数(食) （児童・生徒・教職員）

年2回

年10回

随時

区　　分 開催日 実施内容

2 117,235 38 0 0 308,657合　　　　計 185,774 60 0 0 5,648

0 1,818 13 0 0 13,756そ の 他 11,938 87 0 0 0

0 1,326 24 0 0 5,544キ ノ コ 類 4,218 76 0 0 0

0 5,947 17 0 0 35,432食 肉 類 29,485 83 0 0 0

27 0 0 0 0 20,622豆 類 14,974 73 0 0 5,648

0 0 0 0 0 11,165魚 介 類 11,165 100 0 0 0

0 0 0 0 0 3,301果 物 3,301 100 0 0 0

野 菜 類 110,693 51 0 0 0

（原材料） （原材料） 使用量(kg)

使用量(kg) 使用比率(%) 前年比 使用量(kg) 使用比率(%) 使用量(kg) 使用比率(%)

0 108,144 49 0 0 218,837

使用量(kg) 使用比率(%)

その他

年間合計地産地消 県内加工 国内産 外国産
食品区分

県内産品利用

①原材料：県内 ②原材料：国内 ③原材料：外国

使用量(kg) 使用比率(%)
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② 調査研究・会議

職員研修会 7 月 30 日 衛生管理等に関する研修会（正規職員対象） 開催

8 月 5 日 衛生管理等に関する研修会（全職員対象） 開催

主任級研修会 月１回

施設別調理業務研修会 随時

地場産食材生産者等との情報交換会 6 月 10 日 玉ねぎ生産者との情報交換会

10 月 16 日 さといも生産者との情報交換会

その他 9 月 11 日 フードシステムソリューション（東京：3日間）

11 月 7 日 全国学校給食研究協議大会（岡山：2日間）

献立委員会

県内関連団体開催の各種研修会への参加

3．庶務概要

（1）会議の開催

① 評議員会

第1回評議員会 9 鳥取市福祉文化会館 第1号議案

2 会議室 平成30年度事業及び収支決算について

第2号議案

理事の選任について

報告事項

平成31年度事業計画及び収支予算について

② 理事会

第1回理事会 8 鳥取市福祉文化会館 第1号議案

2 会議室 評議員会の招集について

第2号議案

平成30年度事業及び収支決算について

第3号議案

理事の候補者について

第4号議案

評議員候補者の推薦について

第2回理事会 8 鳥取市福祉文化会館 報告事項

1 会議室 理事長及び常務理事の職務執行状況報告について

第3回理事会 7 鳥取市福祉文化会館 第1号議案

2 会議室

報告事項

（1）理事長及び常務理事の職務執行状況報告について

（2）新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応について

（3）令和元年度学校給食週間ポスター・絵画の審査結果について

③ 監査会

公益財団法人

2 鳥取市学校給食会事務局 平成30年度　業務監査及び会計監査

令和2年3月23日 監　 事 令和2年度事業計画案、収支予算案並びに資金調達及び設備投資の
見込みを記載した書類の承認について

開催日 出席者数 開催場所 議事内容

理　 事

理　 事

令和1年6月6日 監　 事

理　 事

令和1年11月11日 監　 事

令和1年6月3日 監　 事

評議員

令和1年6月26日 監　 事

開催日 出席者数 開催場所 議事内容

区　　分 開催日 実施内容

年10回

年3回

開催日 出席者数 開催場所 議事内容
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（2）委員会の開催

① 評議員選定委員会

鳥取市福祉文化会館 第1号議案

5 会議室 評議員の選任について

② 物資委員会

11 回

③ 物資納入業者選定委員会

④ 安全衛生委員会

12 回

４．その他特記事項

① 第二学校給食センターに大型備品(スチームコンベクションオーブン)が導入され8月から運用開始した。

② 災害用炊き出し釜の使用訓練等の実施

鹿野地域イベントへの参加（10月：塩麹豚汁）

③ 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、学校の休業措置と同時に給食提供中止。（令和2年3月）

　学校給食用物資を納入する業者を、供給能力、経営の安定性、学校給食への理解などを審査し決定した。令和2年2月17日

開催回数 委員会の概要

　労働安全衛生について、施設・環境や業務内容の状況確認及び協議し、改善を図った。

令和1年6月11日 委　 員

開催回数 委員会の概要

　学校給食関係者で構成され、学校給食で使用する物資について、規格を定め、審査及び競争入札を行った。

開催日 委員会の概要

開催日 出席者数 開催場所 議事内容
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